
南淡ライオンズクラブカーブミラーを清掃奉仕
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地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
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・
５
０
０
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情
報
課
）
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大
相
撲
序
二
段
で
優
勝「
善よ

し

富ふ

じ士
」

広報 

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館「
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」発
刊

石
の
個
性
を
作
品
に
生
か
す

あ
り
の
ま
ま
の
石
を
使
い
、石
こ
ろ
ア
ー
ト
を
製
作

展
示
記
録
や
寄
贈
品
の
一
覧
表
な
ど
紹
介

地
元
力
士
活
躍
！

鳴門御崎神社の例祭女神輿、華やかに練る
　鳴門御崎神社（福良）の例祭が 10月 10 日に行われ、約 80㎏の神

輿を福良出身の女性らが担ぎ、街中を練り歩きました。

　今年神輿を担いだのは、数えで 33歳になる女性ら 25人で、メンバー

がうま年とひつじ年生まれで構成されることから、「篤
あっ

翔
と

会
かい

」と呼ばれ

ました。担ぎ手らは、午前 10時に同神社での神事の後出発し、「チョー

サジャ！チョーサジャ！」と掛け声をかけて華やかに神輿を担ぎ、地区

内の見物客を楽しませました。

◆
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲（
警
察
功
労
）

青
木　

秀
義
さ
ん（
湊
）

　

元
警
察
官
（
警
視
正
）
の

青
木
さ
ん
が
、
危
険
性
の
高

い
業
務
に
従
事
し
、
社
会
に

貢
献
さ
れ
た
人
を
対
象
と
す

る
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

（
瑞
宝
双
光
章
）
を
受
章
し

ま
し
た
。

◆
高
齢
者
叙
勲

來
馬　
　

清
さ
ん（
北
阿
万
）

　

旧
南
淡
町
収
入
役
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
・
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
來
馬
さ
ん
が
、

高
齢
者
叙
勲
（
瑞
宝
双
光

章
）
を
受
章
し
ま
し
た
。

◆
乳
牛
の
部

栗
林　

真
弓
さ
ん（
賀
集
）

お
め
で
と
う

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

▲脚立に上がって磨く人、離れてミラー
の映り具合を確認する人など、役割を決
めて一枚一枚丁寧に磨いていきました

り
、
善
富
士
が
「
寄
り
切
り
」
で

勝
ち
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
南
あ
わ
じ
市
出
身
の
力

士
は
現
在
４
人
で
、
大
関
、
横
綱

を
め
ざ
し
て
日
々
稽
古
に
励
ん
で

い
ま
す
。
そ
ん
な
地
元
出
身
の
力

　

大
相
撲
秋
場
所
千
秋
楽
（
９

月
26
日
、
両
国
国
技
館
）
で
、
今

年
、
伊
勢
ヶ
濱
部
屋
に
入
門
し
た

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
力
士
、
善
富

士
（
南
聖
也
さ
ん
）
が
、
序
二
段

で
優
勝
し
ま
し
た
。

川
さ
ん
は
、
毎
年
島
内
外
の
色
々

な
彫
刻
展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

北
川
さ
ん
の
作
品
は
、
あ
り
の
ま

ま
の
石
の
姿
を
生
か
し
た
作
品
が

多
い
の
が
特
徴
。
石
に
少
し
の
手

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
が
開

館
し
て
20
年
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
ほ
ど
同
館
記
念
誌
「
二
十
年
の

あ
ゆ
み
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
で
は
、
開
館
当
時
か
ら
の

事
業
年
表
や
最
近
10
年
間
の
展
示

記
録
を
写
真
付
で
掲
載
す
る
ほ
か
、

市
内
の
人
形
に
関
す
る
資
料
（
人

形
・
絵
画
・
銅
像
等
）
の
所
在
地

な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
同
館
に
は
各
方

面
か
ら
人
形
関
係
資
料
等
４
６
４
件

▲笛の音に合わせて神輿を上下に練る担ぎ手たち

助
け
を
す
る
こ

と
で
作
品
に
し

て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
つ

一
つ
の
石
に
形

や
窪
み
、
大

き
さ
な
ど
個
性

的
な
表
情
が
あ

り
、「
見
て
い

て
楽
し
い
。
自

阿
那
賀
で
古
代
米
を
作
っ
て
25
年

黒
い
稲
穂
が
実
る
、古
代
米
を
栽
培

　

堀
洋
雄
さ
ん
（
阿
那
賀
）
は
、

約
25
年
前
か
ら
赤
や
黒
の
稲
穂

を
つ
け
る
古
代
米
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。

　

堀
さ
ん
が
作
る
古
代
米
は
、
か

つ
て
日
本
に
米
作
り
を
も
た
ら
し

た
と
さ
れ
る
海あ

ま人
族
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
地
域
活
性
化
の
た
め
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
稲
穂
の
背
が
高
い

た
ち
に
、
米
作
り
の
手
間
や
大
変

さ
を
知
っ
て
も
ら
た
い
と
の
想
い

も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

の
提
供
が
あ
り
、
寄
贈
品
の
一
覧
表

も
記
載
し
て
い
る
ほ
か
、
冊
子
後

半
頁
に
は
淡
路
人
形
の
研
究
者
の

論
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

正
井
良
徳
館
長
は
、「
人
形
資
料

の
収
集
・
保
存
の
ほ
か
、
普
及
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
冊

子
を
島
内
外
に
も
配
布
し
、
淡
路

人
形
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

▲冊子を製作した正井館長。冊子で淡路人形の
起源や特色を紹介する常設展も紹介しています

　南淡ライオンズクラブ（阿部計一会長、会員 32 人）が 10 月 14 日、

奉仕活動の一環で、南淡地域の通学路を中心にカーブミラーの清掃を行い

ました。役割を決めて４～５人の班に分かれ、子どもたちが無事故で通学

でき、一つでも交通事故がなくなることを願って、一枚一枚丁寧に磨いて

いきました。通行車両に迷惑をかけないようにして高い所の作業は難しい

ものでしたが、水アカや埃で汚れていたミラーが、見違えるように輝いた

のを確認すると、会員たちの表情には笑顔がこぼれていました。

▲黒く色づき、収穫間
際となった古代米

古
代
米
は
野
生
種
に
近
く
、
収
穫

量
が
少
な
め
で
、
生
育
に
時
間
が

か
か
る
の
が
特
徴
。
堀
さ
ん
の
古

代
米
も
元
来
は
、
慶
事
等
に
用
い

る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

堀
さ
ん
は
、「
伊
毘
に
漁
業
体

験
に
来
た
学
生
に
振
舞
っ
た
り
、

幼
稚
園
の
餅
つ
き
用
の
餅
米
に
提

供
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

県
農
業
共
済
組
合
連
合

会
表
彰（
家
畜
共
済
優
良
農
家
）

碇　
　

佳
宏
さ
ん（
榎
列
）

前
畠　

好
孝
さ
ん（
湊
）

◆
和
牛
の
部

山
野　

富
靖
さ
ん（
倭
文
）

出
田　

忠
司
さ
ん（
阿
万
）

刑
部　

治
利
さ
ん（
賀
集
）

◆
和
牛

児
玉　

昭
夫
さ
ん（
広
田
）

南　
　

恒
夫
さ
ん（
賀
集
）

◆
乳
牛

西
口　

湊
一
良
さ
ん（
榎
列
）

谷　
　

義
久
さ
ん（
賀
集
）

◆
蔬
菜

谷
口　
　

勝
さ
ん（
広
田
）

池
田　

岸
雄
さ
ん（
志
知
）

神
田　

啓
佑
さ
ん（
榎
列
小
）

　

12
月
５
日
に
東
京
・
両
国

国
技
館
で
開
か
れ
る
「
全
日

本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
」

に
出
場
し
ま
す
。

農
業
功
労
者
表
彰

相
撲
全
国
大
会
出
場

　

石
彫
家
北
川
雅
佳
さ
ん（
賀
集
）

が
、
石
の
素
材
を
生
か
し
た
石
こ

ろ
ア
ー
ト
を
県
道
阿
万
線
沿
い
の

自
宅
庭
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

30
年
以
上
石
を
彫
っ
て
き
た
北

▲奥の大きいアリは、御影石製で全長
約1.5m。手前が大中小３個の黒玉砂
利石と針金で作った約15㎝のアリ

▲100体のアリは11
月中旬まで徳島市内の
彫刻展に出品されます

士
を
応
援
し
よ
う
と
40
年
ぶ
り
に

「
郷
土
力
士
後
援
会
」
も
結
成
さ

れ
て
、
力
士
た
ち
を
勇
気
づ
け
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
頑
張
っ
て
い

る
郷
土
の
力
士
た
ち
を
、
温
か
く

応
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◎
地
元
力
士
紹
介

白は
っ
か
い
り
ゅ
う

海
竜
（
森
本
竜
司
さ
ん
、
宮
城

野
部
屋
、
序
二
段
）

坂
邊
（
坂
邊
尚
弥
さ
ん
、
鳴
戸
部

屋
、
序
二
段
）

善
富
士
（
南
聖
也
さ
ん
、
伊
勢
ヶ

濱
部
屋
、
序
二
段
）

照て
る
つ
よ
し

強
（
福
岡
翔
輝
さ
ん
、
伊
勢
ヶ

濱
部
屋
、
序
二
段
）

　

約
２
４
０
人
の
序
二

段
の
力
士
が
、
し
の
ぎ

を
削
り
合
っ
て
戦
っ
た

最
終
、
７
戦
全
勝
同
士

の
同
部
屋
の
兄
弟
子
と

の
優
勝
決
定
戦
と
な

▲秋場所、序二段で優
勝の「善富士」

▲500部製作し、島
内の図書館のほか、
全国の県立図書館
などにも配布します

然
の
も
の
な
の
で
疲
れ
な
い
」
と

近
所
で
も
評
判
で
す
。

　

北
川
さ
ん
は
、「
石
は
長
い
年

月
を
か
け
、
深
み
や
味
が
出
て
き

ま
す
。重
み
や
深
み
も
感
じ
ら
れ
、

石
の
歴
史
の
中
で
は
ご
ま
か
し
は

き
き
ま
せ
ん
。
何
年
経
っ
て
も
不

変
の
ま
ま
自
分
の
作
品
が
残
っ
て

い
く
の
が
石
の
魅
力
で
す
。

　

作
品
は
自
由
に
見
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
見
に
来
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

▲愛着のある黒い古代米を手にする堀さん

▲來馬清さん（左）

▶
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
で
準
優
勝

し
、全
国
大
会
に
コ
マ
を
進
め
た
神
田
さ
ん


